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麻布大学、科学技術振興機構（JST）「次世代研究者挑戦的研究プロ

グラム（SPRING）」令和 9 年度支援プロジェクトに採択 
― 文科省「出る杭」事業等の実績を基盤に、地球規模課題を解決する 

「One Health 次世代リーダー」を育成 ― 

麻布大学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻布大学（学長：村上賢、本部：神奈川県相模原市）は、国立研究開発法人科学技術振

興機構（JST）が公募した「次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING）」の令和 9年度

支援プロジェクトに、申請課題「Azabu One Health 次世代リーダー育成プログラム」が

採択されたことをお知らせいたします。 

本プログラムでは、博士後期課程学生への充実した経済的支援と独自の高度なキャリア

教育を組み合わせ、ヒト・動物・環境の健康を統合的に捉える「One Health」の理念のも

と、複雑化する地球規模課題を解決に導く博士人材を育成してまいります。 

 

〈採択の背景と目的〉 

今日、新興感染症、食料安全保障、生物多様性の喪失、気候変動など、単一の専門知で

は解決が困難な「複雑系課題」が地球規模で顕在化しています。これらの課題解決には、

高い専門性に加え、異分野や多様なステークホルダーと協働して解決策を社会に実装でき

るトランスディシプリナリー（超階層的・異分野横断的）な博士人材が不可欠です。 

麻布大学は、1890 年の創設以来、獣医学・生命科学・環境科学・食品科学を基盤に「One 

Health」の教育・研究・社会実装を牽引してきました。さらに、文部科学省「知識集約型

社会を支える人材育成事業（麻布出る杭プログラム）」において全国で唯一採択され最高

評価「S」を獲得した実績や、「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」での成果な

ど、優れた教育・研究基盤を確立してきました。 

本事業では、これら「出る杭」事業等で培った学術的挑戦心や自走可能な支援体制を高



 
度に統合し、10年後の未来を見据えた新たな博士教育システムへと昇華させます。 

 

〈プログラムの概要と育成する人材像：「One Health 次世代リーダー」〉 

本プログラムでは、博士後期課程学生が研究に専念できる環境を提供し、高度な専門知

と社会実装能力を兼ね備えた「One Health 次世代リーダー」（イノベーターおよび社会実

装リーダー）を育成します。 

1.研究専念環境の提供 

・優秀な博士後期課程学生を選抜し、日本学術振興会特別研究員（DC）に準じる生活

費相当額（研究奨励費）および研究費（裁量研究費含む）を支給することで、経済

的不安を払拭し自由で挑戦的な研究に没頭できる環境を整備します。 

2.実践的な４つのコアプログラムと多角的な研究支援 

・課題定義型サイエンスリテラシー教育：「課題定義型セミナー」や、研究成果を政策

提言書へ変換する「サイエンス・ポリシー演習」を通じ、科学的妥当性と社会的妥

当性を両立できる理系社会リーダーを育成します。 

・One Health ポータブル・コンピテンシー育成：研究マネジメント、データサイエン

ス、AI 活用、グラントライティング能力を体系化した「One Health キャリア形成

科目」を設置します。また自身の研究分野を突破し、異職種との協働を前提とした

異分野融合合促プログラムを実施します。 

・国際的な実践と社会実装の推進：アジア諸国の現場や海外機関へ派遣する「国際挑

戦プログラム」や、行政・企業等との協働による「社会実装支援プログラム」を展

開します。 

3.キャリアパスの多角化・イノベーションの創出 

・従来の臨床やアカデミアにとどまらず、製薬・食品等のグローバル企業、公的機関、

行政など幅広い領域でリーダーシップを発揮する博士人材の輩出を目指します。 

 

〈用語解説〉 

•次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING）： 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）

による事業。博士後期課程学生が自由で挑戦的・融合的な研究に専念できるよう、生活費

相当額や研究費の支援、キャリア開発・育成コンテンツの提供等を行う大学の取組をサポ

ートするもの。 

•One Health（ワンヘルス）： 人の健康、動物の健康、環境の健全性を一体と捉え、総合的

な視点から保全・改善を目指す理念。 

•麻布出る杭プログラム： 文部科学省 令和 2 年度大学教育再生戦略推進費「知識集約型

社会を支える人材育成事業（メニューII：出る杭を引き出す教育プログラム）」において

全国で唯一採択された麻布大学の教育プログラム（中間・事後評価ともに「S」評価獲得）。 

 

＜参考情報＞ 

●麻布大学について 

麻布大学は、2025 年に学園創立 135 周年を迎えました。動物学分野の研究に重点を置く私

立大学として、長年の教育研究実績を基盤に新たな人材育成に積極的に取り組んでおり、獣医

学部（獣医学科、獣医保健看護学科、動物応用科学科）と生命・環境科学部（臨床検査技術学

科、食品生命科学科、環境科学科）の 2学部 6学科と大学院（獣医学研究科、環境保健学研究

科）の教育体制の下、ヒトと動物のよりよき関係をつなぐ専門性の高い人材育成を進めていき

ます。 

麻布大学の概要：https://www.azabu-u.ac.jp/about/ 

https://www.azabu-u.ac.jp/about/


 
 

●本件のお問い合わせ先 ＜広報部門の連絡先＞ 

・麻布大学 入試広報・渉外課 担当：有嶋・磯野 

・住所：〒252-5201 神奈川県相模原市中央区淵野辺 1丁目 17-71 

・メール：koho@azabu-u.ac.jp 

・HP： https://www.azabu-u.ac.jp/ 

mailto:koho@azabu-u.ac.jp
https://www.azabu-u.ac.jp/

